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★ 期待＆注目の若き女性ジャズ・ピアニスト ★

　1991年生まれ。 現在 19歳のジャズ ・ ピアニスト、 桑原あい。 幼少よりヤ

マハ音楽教室でエレクトーンと作曲を学び、 ジュニアエレクトーンコンクール全

日本大会金賞受賞。 インターナショナルジュニアオリジナルコンサートやユニ

セフチャリティーコンサートなど多数のコンサートへの出演経験もあり、 中学

生後半からピアノに転向。 高校卒業後の 2010年 4月に 1st ライヴを行い、

10月に自身がリーダーの “ai kuwabara trio” を結成したばかりだが、 この

若き女性ジャズ ・ ピアニストは “何か持っている！ ”。

　過去に雑誌 『AERA』 に “ 天才エレクトーン少女 ” として掲載されるという

もの凄い経歴の持ち主でもあるが、 “ジャズ・ピアニスト ” としては本誌 『The 
Walker's』が記念すべき初インタビューとなった。 大きな期待を込めると共に、

近い将来とても貴重な記録になることは間違いなし！

　　　　　　　　　　　【2011年 2月 15日 （火） 渋谷にて　取材＆文：加瀬正之】

★　影響を受けたピアニストは誰ですか？

　ミシェル ・ ペトルチアーニ、 ティエリー ・ ラング、 あとオスカー

ピーターソンです。 日本人で目標と言えるのは上原ひろみさんで

すね。 でも、 今のわたしが一番影響を受けているのは、 ピアニ

ストと言いますか、 e.s.t. です。 e.s.t. リーダーのエスビョルン ・

スヴェンソンさん (2008 年にスキューバ ・ ダイビング中の事故で

帰らぬ人となる ) は、 本当に 「美学」 のような綺麗な曲を書きま

すよね。

★　衝撃 ・影響を受けたジャズ ・アルバムはありますか？

　衝撃を受けてジャズ ・ フュージョンを始めるきっかけとなったの

は、 『ボトム ・ ラインズ ・スーパー ・ベース ・ コレクション』

というベーシストがたくさん参加しているアルバムです。 その中

でリー ・ リトナーの 「キャプテン ・ フィンガーズ」 っていう曲をア

ンソニー ・ ジャクソン （b） が弾いているのですが、 それを聴い

てノックアウトされました。あれは本当に衝撃的でした。あと、チッ

ク・コリアの 『マッド・ハッタ―』 とオスカー・ピーターソンの 『ウ

エストサイド ・ストーリー』 ですね。

★　スバリ、 10代の桑原さんにとって “ジャズ ” とは？

　以前、 自分のことを “ ジャズ ・ ピアニスト ” と呼ぶのか、 “ピア

ニスト ” と呼ぶのか、 どっちが良いんだろうって考えたことがあっ

たんです。 “ ジャズ ・ピアニスト ” っていうと、 スイングやビ ・バッ

プを弾いて、常に裏八分で乗っているみたいに捉われてしまって、

“ ピアニスト ” っていうとクラシックのような感じに捉えられてしま

いがちですよね。 私はいろいろなものを吸収して、 そこから自分

の “ジャズ ”を確立したいから “ジャズ ・ピアニスト ”なのであっ

て、 だから、 特に “ ジャズ ” という概念は私の中にはないと言い

ますか、 私にとっての “ジャズ ”はとっても広いですね。

★　ジャズ ・ピアニストとして心がけていることは何ですか？

　私が感じたことや、 みたいものとか、 そういう “ おもい ” をピア

ノに乗せて弾きたいです。 もちろんピアノが大好きで弾いていま

すが、 「何か」 を伝えるためのひとつの手段として弾くこともあり

ます。 それと、 「美学」 に少しずつでも近付きたいですね。 最近

いろいろな所で音楽が流れていて、 何が音楽なのか、 何が音な

のかと思ってしまう時があるんですけど、 e.s.t. を初めて聴いた

時に 「沈黙の中の音楽」、 音というよりは 「美学」 っていう背景

のように捉えることができたんです。 バラードとかそういう意味で

はなくて、 どんな激しい曲でも静寂を保っているような曲、 ひと

★　二人のお姉さんと共に三姉妹みな音楽に携わっているようで

すが、 両親も揃って音楽一家なのですか？

　両親は全く音楽には携わっていなかったのですが、 一番上の

姉がまずヤマハに入ってエレクトーンを始めて、 二番目の姉と

私もその影響で始めたんです。 私は 4歳くらいから始めました。

姉は二人とも作曲家で、 一番上の姉が近現代の音楽を作ってい

て、 二番目の姉が映画音楽を作っているんです。

★　中学生の時にエレクトーンからピアノに転向されたそうですね。

　エレクトーンのコンクールって選曲が自由だったので、 チック ・

コリアの 「ザ ・マッド ・ハッター ・ラプソディ」 とかリー ・ リトナー

の曲を弾いていたんです。 いつかはピアノに移ろうと心には決め

ていたので、 中 3 の 6 月くらいからピアノを始めて、 バッハとか

クラシックの曲を練習し始めました。

★　ピアノに転向した時に抵抗は感じましたか？

　感じましたね。 エレクトーンは、 鍵盤が軽いんですよね。 足も

使うので、 私の場合、 弾き方が自然と右手→左手→足になって

しまうくせがついていたみたいです。 それに比べてピアノは自由

に弾くことができるので、 最初はピアノの鍵盤を見るのも怖かっ

たんです。 でも、 まずは肩の力からという基本的な所から教え

て頂いて、意識を変えると全然変わって来ましたね。音を聴き取っ

たり耳コピなどもしていましたし、ジャズをやるにあたっては、元々

即興や自由に弾くことが好きで、 自由奔放過ぎてどうしようみた

いな曲を書いていたので、 アドリブに関しては抵抗はなかったで

す。 曲は小学 1~2年生くらいから書いていました。 ヤマハだと

JOC というのがありまして、 年に一回は曲を書かなきゃいけな

いんです。 小学生の頃はプロコフィエフの 「シンデレラ」 を真似

して書いていたり、 ストラヴィンスキーの 「火の鳥」 だったり、 ク

ラシックの曲を作っていました。

★　ジャズ ・ピアニストへの道を選んだきっかけは？

　進路で悩んでいた中 3の時に、 ピアノを教えて下さっていた先

生が「洗足学園の高校にジャズ科があるよ」って教えて下さって、

先生も最終的にはジャズ ・ ピアニストになりたいんじゃないのか

なって分かっていたのだと思います。 それで洗足学園に決めた

んです。 そこで初めて “ ジャズ•ピアノ ” を教わりました。 そこで

の先生との出会いは、 本当に大きかったですね。 今でも洗足学

園に入らなかったらジャズと出会えていなかったかもしれないっ

て思っています。
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つずつの星の粒を集めるかのように曲を書いたりピアノを弾いた

りしたいんです。 目に見えないけど心の中にスーっと入っていく

ような音楽、 良い意味で静かな音楽を作りたいですね。

★　ライヴで心がけていることは何ですか？

　やっぱり楽しむことが一番だと思いますが、 演奏以外の面です

と、私トークが本当に下手なんです（笑）。いつもビクビクしてしまっ

て、 毎回姉にダメ出しされるんです （笑）。 それに、 凄く笑い上

戸なんで、直ぐに笑っちゃって、何を言っているのか分からなくなっ

ちゃうんですよ （笑）。 だから、 トークが上手くなりたいです！

★　ai kuwabara trio のメンバー≪森田悠介 （ベース） ＆今井

義頼 （ドラム） ≫について教えて下さい。

　今 YouTube に配信されている 「from here to there」 を演奏

しているライヴが 7月に行われた 2nd ライヴなんですけど、 森

田君、 今井君は二人共私の姉の大学の同級生なんです。 姉の

紹介で二人と出会ったんですけど、 初めて二人の音を聴いた時

は、 とても良い意味でショックでした。 二人共私が探していたよ

うな音を出していたんです。 私の曲も二人が凄く真面目に誠実

に取り組んでくれて、 すごく嬉しくて、 二人の人間性にも惚れて

しまいました。 それ以前にもいろんな方を凄いなあって思ったん

ですけど、 上手いとかそいういう問題じゃなくて、 「この二人と、

何かできるんじゃないか、 やってみたい !」 という想いがあって、

7月のライヴが終わってからも脳内に二人の音がずっと流れて

いたんです。 私はまだ 19歳で、 人の上に立てる立場ではない

ので、 本来トリオを組む予定なんか全然なかったですし、 一人

でいろいろな所でたくさんの人と演奏する経験をさせてもらって、

結果的にいつか上原ひろみさんみたいに自分のトリオを組めれ

ばいいなあって思っていたくらいなんですけど、 久しぶりに会っ

て二人の音を聴いた時に「ああ、やっぱりこの二人だ！」って思っ

たんです。 それで、 二人にそのことを伝えて 「トリオでやってみ

ない？」 って言ったら、嬉しいことに二人が 「いいよ！」 って言っ

てくれたんです！　私自身、 二人が持ってるもの、 みてるものを

見てみたいですし、 二人にも私に何でも言って欲しいし、 そうし

てワーッっとぶつかったものを曲にしたいです。 「ジャズにとらわ

れない新しいジャンル、 私たちのスタイル」 をつくりだしたいです。

今トリオでは私のオリジナルをメインにやっていますが、 これか

らもっともっと深く、私たちの音楽を追求したいなと思っています。

リハーサルでもいろいろ意見を言い合いながら、 音で会話もして

くれるので、 二人と一緒に演奏するのが最高に楽しいんです！

★　3月 18日 （金）にそのトリオのライヴを予定されていますね。

　このライヴは 「THE SIXTH SENSE」 （＝第六感） というタイ

トルなんです。 第六感って科学的に立証されていないんですけ

ど、 その科学的に立証されていない部分をヒトの力で、 音楽の

力でどうにか理解することはできないかということをテーマにして

いるんです。 それで今、 このライヴのために曲を書き下ろしてい

て、全曲新しい曲を演奏するつもりです。【頁右下＆P16参照！】

★　レコーディングの予定はありますか？

　曲もためてあるので、 近いうちにしたいです。 ひとつの作品を

CD として残すことは、 とても大切なことですよね。

★　近い将来、 海外へ行くことは考えていますか？

　勿論、 考えています。 でも、 今はもう少し日本に居たい気持ち

が強いんです。 本当は高校卒業後直ぐに行くつもりだったんで

すけど、 トリオを組んだり、 いろいろな出会いが生まれていて、

日本でも何が起きるか分からないような素晴らしい経験をたくさ

んさせていただいてます。 でも、 いずれは必ず行きます。

★　音楽以外の趣味は何ですか？

　散歩することや、 音のない所に行くのが好きです。 海とか山と

か神社とか、 時間を気にしないで居れる所が好きですね。 あと、

写真を見たり、 景色を見るのも好きですが、 筋トレとか、 足にも
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結構自信があって、 走ることも好きなんです。 動いているのが

好きなんですね（笑）。それと、本を読むことです。「認知心理学」っ

てご存知ですか？　脳の科学とか、 脳科学者が作曲した時と音

楽家が作曲した時を比べるとか、 心理学がとても好きで一時期

勉強をしたりもしました。 何でもやりたがりなんですよね （笑）。

★　将来の夢について聞かせてください。

　小学 5年生の時からずっと決めていたことがあって、それは「国

際フォーラム A ホール」 で弾くことなんです！　小学 5年生の時

に 「国際フォーラム A ホール」 で 『東京 JAZZ』 を見て、 その

時に 「ここで絶対弾こう！」 って思いました。 あと、 上原ひろみ

さんを目標にしていますが、 CD ももちろん出したいですし、 世

界に通用するジャズ ・ ピアニストになって、 世界中の人たちに私

の音楽を聴いて頂きたいですね。

★　最後に 『The Walker's』 読者にメッセージをお願いします！

　ジャズの枠を超えた、 新しいカタチのジャズを目指して、 これ

からも日々精進していきます！　私のおとを聴いたことのない方

も、 是非まず YouTube を見てください。 そしてもし少しでもドキ

ドキしてくださったら、 直接 “ おと ” を聴きに来てください！　よろ

しくお願いします！

ai kuwabara trio HP ⇒ http://aikuwabaratrio.jimdo.com/
桑原あい Blog ⇒ http://ameblo.jp/ai-kuwabara/

ai kuwabara trio
THE SIXTH SENSE

2011.3.18 (Fri.)
@ STAR PINE'S CAFE

詳しくは P16参照！


